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Abstract: The primary goal of this work group is to promote life sciences in the partial gravity environment, 
such as those encountered on the surface of the Moon and Mars. For this purpose, we take advantage of the 
unique system for parabolic flights in Japan, which enables the simulation of different gravity environments 
with great precision and flexibility. The effects of the partial gravity are examined at organismic (whole 
animal), tissular, cellular, and molecular levels. Presently, this is the first and only research group dedicated 
to the study of moderate-low gravity environments, but it is one of our goals to establish collaborative work 
and increase the availability of the original Japanese parabolic flight to other research groups both in Japan 
and abroad. 
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１ 目標と方針 

 

 パラボリックフライトなどによる実験機会を

常時確保し、月・火星表面の比較的穏やかな

汎低重力環境での生体応答に関する広領域研

究を世界に先駆けて展開する。 

 

 日本人が主研究者となり、低重力生命科学を

確実に実現し、有望な若手研究者の穣育も担

うコミュニティを確立する。 

 

 世界のリーディンググループとして日本の優

位性を維持し、主導的な立場で将来の月面基

地や惑星進出計画を積極的に支援し、未知の

課題を解明し、宇宙生命科学の発展に国際貢

献する。 

 

 月・火星に相当する 0.1 G~0.4 G 程度の比較

的穏やかな低重力 Partial Gravity に対する

生体応答については、ほとんど知られていな

い。動物個体あるいは培養細胞などを用いて

Partial Gravity を発生するオリジナルなパ

ラボリックフライト実験を行い、低重力に曝

露される約２０秒間程度の短時間で検出可能

な鋭敏な生命現象について、動物個体・組織・

細胞・分子レベルの各階層で、Partial Gravity

に対する応答性を調べる。 

 

２ 活動総括（2007~2010） 

   

 広範囲な低重力条件を、精確に、安定して発

生する特殊な放物線軌跡を考案し（特許出

願）、パラボリックフライトを利用して、月

や火星表面などの Partial Gravity をパラメ

ータとする生命科学実験の基盤を確立した。 
 
 ラット視床下部ニューロン活動、ラット行動、

ヒト視運動性眼振、マウス精子運動などに及

ぼす Partial Gravity の影響に関する国際シ
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ンポジウムを開催した（2009 年 10 月）。 

 
 ESA-Russian Centrifuge Project へ向けて日

蘭共同研究／技術協力を開始した。 

 

３ Partial-G 航空機実験の実績 

１）ラット視床下部ニューロン活動 
   粂井（医歯大）2005, 2007 
２）ラット全身ストレス行動 
   ゼレド（ブラジリア大）2007, 2009 
３）ラット脳広範囲調節系 
   粂井（医歯大）2009 
４）ヒト眼球運動と前庭系 
   野村（日大）2009 
５）マウス精子の運動機能 
   奥野（東大）2009 
６）ラット抗重力筋の活動 
   大平（阪大）2009 
７）ラット姿勢・運動制御中枢の応答 
   粂井（医歯大）2010 
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